
事 前 評 価 個 表 

整理番号 26 

地域（地区）名 大分
おおいた

南部
な ん ぶ

 事 業 名 森林環境保全整備事業 

計 画 策 定 主 体 大分県 対 象 市 町 村 佐伯市
さ い き し

 

事 業 実 施 期 間 R2 年度 ～ R6年度（5 年間） 事業実施主体 県、市、森林組合、森林所有者等 

事業の概要・目

的 

本地区は大分県の南部に位置し、東に豊後水道、南は傾山山系を界し宮崎県と接し、北

は大分中部地域と接する佐伯市 1市を区域とする。 

 本地区の総面積は 90,353ha であり、このうち民有林森林面積は 64,304ha（民有林率

71%）となっており、スギ・ヒノキを主体とした人工林面積は 34,619ha（人工林率 54%）で

ある。 

 本地区内の路網整備の状況は林道延長 440km（密度 6.84m/ha）、作業道 988km（密度

15.36m/ha）が整備され、県平均路網密度の林道 4.83m/ha、作業道 11.44m/ha をともに上

回っているが、８齢級以上の森林が 61%と利用の適期を迎えた森林が充実していることか

ら、路網整備を推進することで、主伐及び利用間伐といった資源の循環利用を促進し、ま

た、主伐後の再造林や下刈等の保育を確実に行うことで、水源涵
かん

養機能等の公益的機能の

維持増進を図る必要がある。 

 このことから、大分南部地域森林環境保全整備事業計画を策定し、間伐等の施業集約化

と丈夫な路網整備、一貫作業システムによる主伐後の確実な再造林を推進し、森林整備の

低コスト化を一体的かつ計画的に実施するものである。 

事業内容・事業

費 

森林整備：12,345ha 

 人工造林、下刈、除伐、枝打ち、間伐等 

路網整備：林道開設 1,403m 

総事業費：6,640,328千円（税抜き 6,036,662 千円） 

費用便益分析結

果 

B/C＝3.88 

（総便益（B）＝35,985,348 千円、総費用（C）＝9,283,496 千円） 

評価結果 必要性：主伐が広く実施される地域であり、地域材の利用促進と森林の公益的機能の維持

増進のためには、主伐後の確実な再造林や、その後の下刈等の保育が不可欠であ

り、森林資源の循環利用の観点からも、事業の必要性が認められる。 

効率性：費用便益分析の結果から十分な効率性が認められるとともに、本事業を活用した

計画的な森林整備及び路網整備により、施業地の集約化や生産コストの縮減が図

られることから、事業の効率性が認められる。 

有効性：地域の特性、森林資源の現状並びに自然条件や社会的要請等を総合的に勘案した

事業の実施により、森林資源の循環利用や公益的機能の維持増進が図られること

から、事業の有効性が認められる。 



整理番号 26

事業名：森林環境保全整備事業 　 都道府県名：大分県

地域(地区）名：大分南部 （単位：千円）

評価額

10,058,331

2,594,850

9,007,527

5,082,037

3,835,682

481,889

95,478

4,467,384

造林作業経費削減便益 28,262

森林管理等経費縮減便益 1,113

森林整備促進便益 166,369

走行時間短縮便益 62,720

走行経費減少便益 3,252

100,454

35,985,348

9,283,496

35,985,348

9,283,496

土砂流出防止便益

水源涵養便益

洪水防止便益

流域貯水便益

水質浄化便益

山地保全便益

便　益　集　計　表

（森林整備事業）

大　区　分 中　区　分 備　　考

木材利用増進便益

木材生産確保・増進便益

総　便　益　（B)

総　費　用　（C)

維持管理費縮減便益

環境保全便益

木材生産等便益

炭素固定便益

木材生産経費縮減便益

一般交通便益

森林整備経費縮減便益

費用便益比 B÷C　＝ ＝ 3.88



森林環境保全整備事業 大分南部地域（大分県）

佐伯市

計 画 区 界

事 業 区 域

森 林 整 備

林業専用道等整備

凡　　例

森林資源循環利用林道整備

森林基幹道(開設) 宇目蒲江 線




